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▷ 編 集 後 記 ◁
　今号では，佐野裕志先生に「専修大学法科大学院における民事訴訟法の教育について」
をご寄稿いただきました。本学法科大学院の民事訴訟カリキュラムの変遷や，長年の教
育経験に基づく民事訴訟法講義の工夫などは，他の学問分野にも通じる非常に示唆に富
むものと思われます。松岡啓祐先生には，著書（『最新会社法講義』，『最新金融商品取引
法講義』）の３版改定についての解説を，近年の企業法制の動向と併せて，お寄せいただ
きました。会社法や金融商品取引法といった現在の経済取引きに関わる法律は，皆様ご
存知のように，法改正が頻繁に行われております。法改正に伴う講義方針・順序の変更
や，法改正の引き金になる事件の紹介などを分かりやすくご紹介いただき，また今後の
動向までを視野にいれた解説は，非常に興味深く感じます。また，矢澤曻治先生は，ハ
ンセン病について，わが国における対策の歴史的経緯，およびハンセン病に関連してお
きた藤本ダイナマイト事件，その後の藤本事件について，詳細な論稿をお寄せいただき
ました。冤罪が疑われ，再審請求がなされる事件には，様々な点において共通する問題
があることが分かります。稲垣悠一先生には，専修大学で開催された第93回刑法学会で
の個人報告とワークショップ報告の体験談をお寄せいただきました。個人報告に併せて
ワークショップでの報告まで引き受けることになった経緯と，報告当日の緊迫感が伝わ
ってきます。
　お忙しい中を，また室報原稿の締切変更に伴いこれまでの予定と異なるところ，貴重
な論稿をお寄せいただきました先生方には，あらためて御礼申し上げます。
　本年（平成28［2016］年）は，今村力三郎先生のご生誕（慶応３［1866］年５月２日
生まれ）から150年にあたります。そこで，本研究室は，専修大学大学史資料課と協同し
て，今村展の開催を企画しております。今村先生ゆかりの様々な写真や展示物などを紹
介できればと存じます。前期（６月11日〜６月23日まで）は法科大学院２階今村記念ホ
ールにて開催いたしました。後期（11月９日〜12月３日）は，生田校舎９号館１階エン
トランスホールに展示いたします。ご興味・ご関心がございましたら，是非，足を運ん
でいただければ幸甚に存じます。
　［事務局　森住信人］
〒101-8425　東京都千代田区神田神保町3 - 8　専修大学今村法律研究室
 発　行　者　　松 岡 啓 祐
 電話（03）3265-6217㈹
制作・尚学社／〒113-0033　東京都文京区本郷1-25-7　電話（03）3818-8784
